
「

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

「

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ‐

(b鎖厖宦笏

"盆

饉⑮蜀甲鶉〕〕_
〒る 00032広島市中区立町1番24号有信ビル6F TEL082 245 6667 FAX082 245 6668

URL i hitp//www13 plala orip/Vach2 13/



Jカ
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lご あいさつ

広島被害者支援センター並びに会員及び支援活動員の皆様方におかれま

しては、

`巳

罪被害者の方々に対する日常生活の細やかな支援をはじめ、県

の被害者支援施策に御協力いただき、心から敬意と感謝の意を表します。

県内の刑法犯認知件数は10年前の約半数に減少している一方で、近年、

子供や女性、高齢者など、弱い立場にある方が被害者となる様々な犯罪が

後を絶たず、犯罪被害に関する相談 支援件数は増加しています。また、

求められる支援が多様化する中、被害者に身近な支援団体として貴セン

ターの果たす役割は益々高まつてきております。

県といたしましても、より実効性のある相談窓回の充実や 幅広い層の

理解促進のための広報 啓発、切れ間のない支援提供のための関係機関等

との連携強化などに引き続き取り組んで参りますので、今後とも御支援、

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、広島被害者支援センターの益々の御発展と皆様の御健勝、御多

幸を祈念いたしまして、こあいさつといたします。

lご あいさつ

今春の人事異動で着任いたしました「たかしみず」と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。

広島被害者支援センター並びにその運営を支えておられる会員及び支援

活動員の皆様におかれましては、平素から犯罪被害者等への支援活動に多

大な御尽力をいただいており 心より感謝申し上げます。

広島被害者支援センターは、犯罪被害者等への支援に加え、社会全体の

犯罪被害者等支援意識を高揚させるための広報啓発活動も行つておられ、

今や県内の犯罪被害者支援活動において欠くことのできない存在となつて

おられます。

県警といたしましても、これまでにも増して広島被害者支援センターを

はじめとする関係機関 団体の皆様と連携を密にし、各種施策を鋭意推進

して参りますことが大切であると考えておりますので、今後ともよろしく

お願いします。

結びに、広島被害者支援センターの益々の御発展と会員及び関係者の皆

様方の御健勝、御多幸を心から祈念申し上げます。
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平成29年度総会の開催～28年度事業・決算報告

11 ~

,

平成29年度総会を5月 25日 (木 )午後5時から

広島市中区の「ひろしま国際ホテルJで開催し、平

成28年度事業報告及び収支決算について審議しまし

た。いずれも原案通り承認されました。

平成28年度も公益社団法人 早期援助団体として

の目的を達成するため様々な,舌動を積極的に推進して

まいりました。

これまで週4日だつた相談日を 月曜日～土曜日ま

での6日 に増やし、10時～16時だつた相談時間を9
時～17時に延長しました。第1 第3日曜日の相談も

継続しました。また、平成25年度に開設した東部地

区相談室 (福山市役所)に続いて、呉市に南部地区相

談室 (呉市役所)を新設し相談の場を広げました。結

果 電話相談件数は27年度の334件に対し390件
に増加しました。

また、長期にわたる裁半J員裁判の付添や、代理傍聴

情報提供等の直接支援の依頼か増え、27年度477件
に対し、28年度は574件に増力日しました。裁判に於
いて、被害者参加を選択する被害者 遺族は増えてき

ており、当センター支援事業の社会的要請は益々大き

なものになりつつあります。

広報活動では、¬ 月20日に呉市つばき会館に於い

て、フォトジャーナリストの大藪順子氏を招き「立ち

《28年度収支決算書(主要TI目 )》

(単 位 :千円)1支出 鰐 位 :千円)

―
‐ ―・

―

上がる選択―性暴力被害者が生きやすい社会のために

刊 という演題で講演をして頂き、併せて大藪氏が撮

影された写真の展示を行い、参加された方々に見て頂

きました。

11月 25日には被害者週間の活動の一環として、広

島県被害者支援連絡協議会と共催し、修道高校野lll部

の生徒さんや安田女子大学の学生さんの協力参加を得

て、広島駅南回広場で朝の通勤客を対象に、街頭キャ

ンペーンを行いました。

また、交通事業者や関係機関のポスター掲示、マツ

ダスタジアムでのオーロラビジョン放映、広島電鉄宮

島線ラッピング電車の運行、RCCラジオでのCM放送

など多くの方の協力を得て幅広い広報活動を行うこと

ができました。

平成28年8月 30日から平成29年 3月 31日 まで、

県の委託を受けて 日生被害ワンストップセンターひろ

しま」を試行実施しました。その間、電話相談196件
面接相談 16件 弁護士相談フ件 臨床心理士相談6件

を受理し対応しました。

平成28年度も公益法人会計基準に基づいて会計処

理を行いました。会員様方からの会費に加え、民間企

業や団体等からの多額の寄付、県の「業務委託費 (ワ

ンストップ業務を含む)」 に加え、全市田](14市 、3町、

県町村会)の行政機関からの補助金 負担金の支援を

頂きました。

さらに、預保納付金補助金や共同募金会と連携した

社会課題解決プロジェクト募金と多くの支援を頂き

事業を拡大するとともに安定した活動ができるように

なってまいりました。

平成28年度の収入は、会費収入 寄付金 業務委

託費 預保納付金等総額43706868円 で、支出は、

事業費 管理費 積立金等総額43706.868円となつ

たことを報告し、承認を頂きました。

｀ LE

…

決算額

嗜 話相談 面接 相談活動 |

1 99001薔発活動 事務局人■費等

0∞01支援活動員養咸 i「修 広報

2341事務所貨貸ll等 )

次期綾赳金

i   5 ]00

5531預 り金

糞名糧宮塵鴎  12器
] 105

■『電J

■|     |        ||

広島市、呉市 廿日市市 大竹市 東広島市 安芸高田市
江田島市 府中市 三原市、竹原市 二次市 福山市
庄原市 尾道市 府中町、海田町 熊野町 県町村会
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平成28年度の相談件数

①平成28年度電話相談内容

昨年度より56件増の390件の電話相談がありました。

多かつた内容は 性的被害 暴行傷害 交通被害事故でした。

②平成28年度月別支援件数
4月～6月 、9月～12月 にかけて相調牛数が多くありました。

平成28年度電諦 目談内容
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③支援活動のIte
電話相談も年 1々曽えてきていますが、裁判支援に関わる直接支援がかなり1曽加しています。
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5月 25日 に開催された総会に於いて 今枝仁監事が辞任され、新たに河内紀和監事の任命が承認されました。
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平成29年度委嘱状授与式が行われました 被害者遺族とカープ観戦H
広島被害者支援センターにおいて相談電話や裁判付

添等の直接支援に携わる支援活動員は、半年間にわた

る養成講座を経て採用されます。また、採用後も 毎

月の研修等に参加してもらい、1年 ことに意志確認を

しながら活動の継続をお願いしています。

今年度は、3月 24日、養成講座を修了し第10期

生として採用された新規の活動員6名と継続の活動員
43名、併せて49名に山本理事長より委嘱状が渡さ

れました。

当日は、県警から警察安全相談課長兼被害者支援室

長 宮本正之様他2名の来賓をお迎えしご挨拶頂きま

した。授与式終了

後は、活動員 当

センター理事とと

もに意見交換会を

持ち、和やかに歓

談しながら今後の

活動に向けての決

意を新たにしまし

た。

6月 15日 (木 )被害者遺

族をマツダスタジアムに

招待し、当時支援に携わっ

た支援活動員とともに

カープ対バッファローズの

交流試合を観戦しました。

球場は赤―色、熱い声

援で大盛り上がりの球

場、カープ優勢で試合は

進み、結果フ対2で カー

プの圧勝。大きな歓声に

包まれました。

遺族の方達も、「お陰で家族と一緒に楽しい時間が過

こせました。いつまでも心にかけて頂きありがとうc~ざ

いました。」と、笑顔を見せて下さり、同行した活動員

も、改めて支援の喜びを感じ、嬉しいひとときでした。

当日は放映がありません

でしたが、カープ球団のこ厚

意により、スコアボード横の

オーロラビジョンに、風見し

んこ氏が登場する広島被害

者支援センター広報CMを
時々放映して頂いています。

RCCラジオCM
RCCラジオの協力を得て、「イベント キャンペー

ン告知企画」に参加し、カープの試合中継時に当セン

ターのCMを流してもらいました。

当センターの存在を多くの方に知つてもらいたい、

犯罪被害に遭って困つている方の耳に届きますように

と願って、20秒間のCMを数回流しました。

表彰状・感謝状の贈呈
広島県警察本部長 広島被害者支援センター理事長

連名表彰状

広島被害者支援センターlE罪被害相談員 廣田 陽子

平成29年5月 25日 に

開催した平成29年度総

会で、当センターの活動

に理解を示され支援 協

力をいただいた方や、永

年の功労のあつた方々
へ、表彰状並びに感謝状

を贈呈しました。

後藤建設株式会社会長 後藤 信行

広島県警察本部長 広島被害者支援センター理事長

連名感謝状

株式会社広島東洋カープ

理事長表彰状

広島被害者支援センター犯罪被害相談員 高橋 是幸

理事長感謝状

株式会社プローバホールディングス

合同会社クロツイド

広島県 ドッジボール協会

株式会社泉設計コンサルタント

公益社団法人広島県バス協会

株式会社広島銀行

中国電力株式会社

マツダ株式会社

0
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理事の声
論」をテーマに講読ディスカッションを担当しています。

一方、広報委員会では、委員長として、このニュー

ズレターの発行、講演会や街頭キャンペーンなどの広

報活動の企画などを行つてきました。本センターの活

動内容を県民の皆様に広く知つていただくことは重要

です。その意味でも、2011年にタレン トで広島市

出身の風見しんこさんを起用して、テレビ放送を通じ

て広報するためのCMを作成できたのは幸いでした。

こ自分も交通事故でお嬢さんを亡くすという被害者で

あつた風見さんは、撮影においても熱心に取り組んで

いただきました。このCMは、テレビ放送が終了した

のちも、広島東洋カープ球団のこ厚意で、マツダスタ

ジアムのオーロラビジョンでたびたび放映していただ

いています。今後も2つの委員会での活動に尽力した

いと思つています。

理事 広報委員長 田中 泉

2004年に広島被害者支援センターが設立されて以

来ずつと理事を務め、採用研修委員会と広報委員会に

所属しています。採用研修委員としては、これまで10

期を数える支援員の養成講座での講師や、支援員候補

や継続の面接を担当してきました。養成講座の入門編

では「マイノリティの被害者」をテーマに、主に日本国

内の在住外国人の状況と彼らからの相談を受ける際の

注意点を講義しています。これは、今後ますます多文化

共生化が進むと予想される社会において重要だと思つ

ています。また、アドヴァンス編で1ま「ポランティア

現在県内の建設現場 事業所 企業等で、21台設置にこ協力

頂いています。

設置について詳しくは事務局 (30822456667)へ お問

い合わせ下さい。

「犯罪被害者支援自販機」の設置にご協力下さい。

r・ l‐
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広島被害者支援
センター

0寄付金燿込

ひとリーAの思いやりで支えてぃきましょう。
犯罪崚書支饉自販機の売上金の一部を、広島崚書者支援センターを通して

県内の事件 事故の根書者支援に役立てています。

0

販売会社

H●●金 事務手数料振込
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たくさんの企業 団体に

応援して頂いています。

こ協力ありがとうこざい

ます |

ラッピング電車

//__、

マツタスタジアムのオーロラビジョン ポスター掲示等

‐

0
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タクシーに貼つた啓発ステッカー ドッジボール大会での募金
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平成28年度社会課題解決ブロジェクト募金活動に参i] ホンデリング(本でご支援のお願い)

不要になつた本が、

犯罪被害に遭われた

方々への支援活動に活

用されます。

読み終わった不要な

本、CD、 EIVDを「贈与

承調 と共に梱包し、

買い取り業者「株式会

社バリユーブックス」
80268-75-9380
にお電話をいただく

と、指定する時間に宅

配業者が引き取りにう

かがいます。買い取り

ホンデリング

平成29年 1月 から3月 末まで行われた広島県共同

募金会主催の、平成28年度社会課題解決プロジェク

ト共同募金活動に参加しました。

参カロ5回目の今回は、300万円の目標を設定して募

金活動を実施しました。その結果3ヶ月の募集期間内

に、県内各企業 団体 個人等304件、4566738
円と目標を大きく上回るこ支援をいただきました。

この募金活動は、寄せられた募金額に応じ、助成金

がマッチングギフトとして加算される仕組みになつて

おり、当センターは70万円が加算されました。

その交付式が、6月 22日 に広島県社会福社会館で

おこなわれ、広島県共同募金会 池谷公二郎会長か

らマッチングギフトを併せた5,266,738円が当セン

ターに交付されました。

この寄付金は、犯罪の被害者 こ遺族の支援活動に

大切に使わせて頂きます。皆様のt~協力に心から感謝

申し上げます。

支援演奏会のお知らせ

「被害者支援チャリティー音楽祭」
期日 12月 16日 (土)18:00～21:00
場所 アステールプラザ (広島市中区加古町)

プログラム ①修道高校スクールバンド部演奏

(予定)  ②広島市消防音楽隊演奏

③広島東洋カープ選手によるトークショー

★申し込み方法等詳しい内容は、後日ホームページや

チラシてお知らせします。

業者の査定金額が広島被害者支援センターに寄付され

ます。

広島被害者支援センターは、会員の皆様のこ理解とこ協力

に支えられて運営している団体です。犯罪や交通事故などの

被害にあわれた方や家族の方への支援活動を財政面からサ

ポートしてくださる会員を募集しています。
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貢助会員の

種類と会費

贅助会員(年会費)は

個人全員     ]口   2000円
法人 団体会員  i口   10000円

口数に制限はありません.

その他 寄付も随時受け付けています

銀行をこ利用の方
広島銀行県庁支店 口座番号(鰤め 300787]

振 込 み 先   理羹 装 山業
団
三査

広島餃部 支援センター

郵使局をこ利用の方
口座番号 01310-3-5・ 119

加入者名 社口ヽ人 広島餞 者支援センター

入 会 して   年2回発行予定の「ニューズレターJとシンホジウ

ぃただくと ムや調演会の案内を送付します

′ 本誌は、共同募金会の助成を受けて発行しています。

昨年度制定された「第3次犯罪被害者等基本計画」で、犯罪被害に遭った被害者

のきょうだいへの支援の必要性が明記されました。自分自身が被害に遭つていなく

ても、家族やきょうだいの事件に巻き込まれた子どもは心に大きなダメージを受け

ます。また親の悲しみや怒りを見ると、自分の痛みが伝えられず、しなくていい我

慢をしてしまうこともあります。当センターでもそんな子どもたちがいることを忘れないように、声を聞き逃

さないようにしていきたいと思います。
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